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府道132号線改良要請集会　ご報告

　　　　　　　　　　　　　「女瀬川地区環境と安全を守る会」

日時　　　１月１６日午前１０時３０分～１２時

場所　　　如是公民館　　第一集会室

出席者　　大阪府茨木土木事務所　道路維持管理部

　　　　　　　　（河野課長　　黒田・田渕氏）

　　　　　女瀬川環境と安全を守る会幹事２名

連合自治会議長　　　　野村　治

老人クラブ連合会会長　川口宗次

　　　　　津の江・東五百住自治会会長・会員計１９名

　　　　　　

〔集会内容〕

はじめに府道１３２号線のこの区間がいかに危険道路であるかの説明を「女瀬川守る会」から写真と道路詳細地図をもとに説明し、改良要請書と署名１２０名分を河野課長に手渡した。次いで要請書の項目順に説明、出席者

から各自補足を加え大阪府担当者からの見解を求め、活発な質疑応答がされ、最後にまとめとして以下の７項目に絞った要請に対する回答を期限（３月末）を切ってお願いした。

回答要請（３月末までに）

1． 歩道の真ん中に電柱が立てられていることに対して大阪府の見解を示して欲しい。

2． 電柱移設補助で歩道幅１ｍ以上の条件はおかしい！例外があるのでは？

3． この区間の全体の歩道高さを摂信の前の高さに統一するのは可能か？

4． 摂信横の水路をあと６０ｃｍ奥までふたをして歩道の拡幅可能か？

また、ガードレール撤去又は短縮できるか？

　　 さらに鉄板を撤去し、普通の歩道仕様にできるか？

5． 津の江バス停（富田団地行き）を４０ｍ西へ移動し、切り込み可能か？

6． 信基金属前の中央線を５０ｃｍ移動し市役所行きの歩道を拡幅できるか？又は中央線をそのままにして歩道を外側に張り出し歩道を拡げる

ことが出来るか？

7． 個人、会社の敷地の一部が公共用地を占有していないか境界を明示

して欲しい。

以上

　　　　　　　

　　　　

